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真の安らぎはどこに（マタイ11:28）
　
この世界に国の数はとても多いです。民族も数が多いし、それぞれ習慣、肌色、様々な面において異なっています。それから、人々の職業、学歴、財産の程度などを見ても、皆、違います。世の中はそのように多様化しているし、いろいろな人が集まって生きているところでないでしょうか。そのように多いし違うのですが、映るニュアンスは共通しています。国が違っても、民族が異なっていても、だから、幸せだな、楽しいねとは、あまり言えません。皆、疲れていると言うのが、正直な感想ではないかと思います。実は、人々はどんな立場であろうか、どこに住んでいようが関係なく、皆、疲れているのではないでしょうか。特に、聖書にはその疲れている人の姿をよく現しています。

ある人は、結婚を通して幸せを求めようと必死でした。それで相手を探して結婚をしました。けれども、そこには自分が求めていた幸せ、本当の喜びがなかったので、もう一度、他の人と結婚すれば幸せになるのではないかと思って、そのように何回も、何回も結婚をした女性が聖書には紹介されています。5回結婚して、5回離婚して、6回目は入籍しないまま同居する状態でした。幸せを求めて、結婚にすべてをかけて、また人との出会いにすべてをかけて頑張ったにもかかわらず、求めていたものが手に入りませんでした。そこで彼女はもう疲れて、水を汲みに井戸に行くとき、人の目を避けた状態まで行くようになりました。そうなりたいから、そうなる人はいません。幸せになりたいと、幸せを求めていたにもかかわらず、彼女は最終的にそれが叶わなかったので疲れ果ててしまったということを、聖書を通して私たちは教えられています。ある人は、自分が願ってもいない病気にかかるようになります。しかし、その病気が、病院に行って1日、1週間で治る病気ではなく、38年間ずっと治らないまま病気が続くようになりました。その結果、体が疲れ果てているのはもちろんで、精神的にも、肉体的にもボロボロな状態になって、人の話もまともに聞けないような状態になって、だれかが悪いから、社会がこうだから、助けてくれるものがいないからというような言い訳、文句ばかり言うような人になっていました。それほど疲れていたということでしょう。

また、聖書にはこういう人も紹介しています。周りから見ると成功している人なのです。ニコデモという人がいましたが、周りから見るとなにも不自由ないし、本当にハッピーではないかと思う人でした。でも、成功を治め、周りから尊敬される立場にまで上りつめましたが、心の中に穴が空いていて埋められません。それでこっそりと危険を覚悟しながら、イエス様の元に訪ねて来たりということがありました。そのような人が悩みを抱えているというと、周りの人は「幸せすぎて贅沢でしょう」とついつい言ってしまいますが、でも、成功したにもかかわらず、周りから見てうらやましいと思われるほどの立場になったにもかかわらず、その人はもう疲れていたのです。細かい内容はよく分かりませんが。特に今日のこの聖書は、パリサイ人と律法学者、偉い人たちに向かって、イエス様がおっしゃった内容です。彼らは、自分なりにはルールに従って正しく生きよう、まじめに人生を生きようと頑張っていた人です。できるだけ、定められたことを破らずに、他の人に迷惑をかけずに自分なりに一生懸命、頑張ろうとしていた人たちです。そのような人に向かって、イエス様がおっしゃっています。すべて、疲れている人、重荷を負っている者は。正しく生きることが悪いことではありません。でも、正しく生きようとする人は、それでまた疲れてしまいます。

前にもお話した覚えがありますが、私の場合はいろいろな理由がありましたが、とにかく、一時期、自分の良心に裏切らず、良心に従って、人に迷惑をかけないような生き方をしようと決心しました。それで周りから見ると「あの人は親の言うことを一度も破ったことがない人に見えるよ。たぶん、あの人は法律がなくても大丈夫だろう」と思われたときもあります。それほど、頑張りました。しかし、ある日、その良心というものが自分の首を絞めるような経験をしました。物理的な何かがあったわけではありません。良心に従って正しく清く生きようということは悪いことではありません。ただそうすると、それなりに疲れてしまいます。なぜかというと、正しく生きることが悪いからではなくて、私の場合は自分自身に正しく生きる、良心に従って生きるような能力がないということを知らなかったのです。ですから、まるで生卵を大きな岩にぶつけて、その岩を壊そうというようなことなので、その行為が正しいかどうかは別にして、逆に正しければ正しいほど、それを大義名分によって一生懸命、やるようになるでしょう。悪いことだったらすぐにやめるかもしれませんが。だから、正しく清くルールに従って生きようとすると、結局、疲れてしまいます。最終的には、無気力になって動けない状態にまで行きます。そのように正しく生きようと、まじめに頑張ろうとするのですが、それによってまた疲れる場合もあります。逆に、何もかもが思い通りうまくいかない。それでケ・セラ・セラでどうでもいいと悪さばかりすることによって、また疲れてしまいます。そうすると、それがその人に喜びを与えたりするのではなく、結局、疲れてしまうのです。どっちにしても、結局、そうなってしまいます。自分なりには一生懸命、頑張って、また職場で働きながら家族を養おうと頑張ったにもかかわらず、家族の中で様々な問題が起きてしまいます。それでまた疲れてしまいます。自分が今頑張ることの意味や生きがいなどを見つけることができなくなり、仕事に対しての意欲を失うこともあります。これが人々が生きるということではないでしょうか。「先生、今ハッピーに見える人、今楽しく過ごしている人もいます」。でも、正直に考えてみてください。それは一瞬です。長く続きません。それが共通している人生の姿ではないでしょうか。たぶん、これは勝手な解釈なのですが、温泉がたくさんできて人気がある理由が、皆疲れているからではないでしょうか。また、最近、人気のある言葉はいやし、また、いやし系という言葉です。だから、多くの人がペットをかわいがる理由の一つもそこにあると思うし、写真やユーチューブなどにペットのかわいい写真、子猫の写真などが何百万回の再生数記録があったりします。なぜでしょか。それを見ると少し和むようになる。それほどみな疲れているのです。家族の間で疲れているし、仕事場においても疲れているし、将来のことを考えても疲れるし、大人は大人なりに、子どもは疲れてないというようにみな思うかもしれません。でも、それは私たちが忘れん坊だからです。皆さんも、皆さんが小さい頃を振り返って考えてみてください。まだ、仕事などしないから、子どもだから疲れないと思うでしょう。子どもは子どもなりにつかれています。受験勉強のためにもそうでしょうが、親が一生懸命、よくしてあげても、子どもにはそれが不満で、自分なりの基準を持って疲れてしまいます。特に、先ほども申し上げましたように、清く正しく生きようとすることもそうでしょうが、それが清く正しくでもないのに、自分なりのルール、自分なりの枠というものを持って皆生きています。そうすると、その枠が私たちに罠となって、枠からはみ出るとどうしようという緊張感でまた疲れてしまいます。そこからはみ出さないように、必死で頑張るからまた疲れてしまいます。うっかりして、そこからはみ出した場合は、それに耐えられないから、自分が嫌で嫌でしょうがなくて、また疲れてしまいます。良いか悪いかは別にして、何かの基準を持っていると、結局は疲れ果ててしまうようになります。自分なりにそのような意識があるかどうかわかりませんが、皆そのような状態です。金持ちは金持ちなりに疲れてしまいます。貧乏な人は、「金持ちは私のような疲れはないだろう」と思うでしょうが。そして、貧乏は貧乏で、お金の心配で疲れてしまいます。金持ちはそのお金を維持するために疲れてしまいます。私は政治家になれないと思います。政治家を見ると、最初は国民のために、国のために、信念を持って始めましたが、その信念どおりにいきません。党のことや派閥のことも考えなくてはならないし、正しくないのに正当化するために嘘をつかないといけないし、推し進めないといけないし、また選挙で票を集めるためにはあらゆる手段を、自分の性に合うか合わないかは関係なく、全部使ってとにかく勝たないといけないし、勝ってもその後はまた敵が待っているし、いつそこから降ろされるか分かりません。それから、自分なりに頑張っているにもかかわらず、セウォル号の事件やMERSみたいな病気が流行ることによって、自分の政策と政治の力と関係なく、押しつぶされるようになって疲れてしまいます。特に、政治化の場合は、平気でうそをつかないといけないので、疲れると思います。たぶん、その疲れに耐えきれるように、嘘をついても平気になるように鍛えていると思います。だから、皆疲れています。国民はそれに振り回されて疲れてしまいます。昔は、株式などはありませんでした。誰かがそれらを作って、世界の経済を誰かが全部動かすように仕組んであります。そういうことで、庶民の私たちは訳も分からないまま、縁が安い高い、株がこうだ、ああだ、原油が上がった、下がったということでいつもドキドキしながら生きて疲れてしまいます。彼らはまた世界をそのように自分勝手に動かすことで頭を回しているので疲れてしまいます。皆疲れています。

どうすれば、この疲れた人生をさようならして、まことの安らぎの人生を生きることができるのでしょうか。どうすればよいでしょう。先ほども申し上げましたように、温泉に行くのは一時的です。温泉に行って、一泊、二泊して、ものすごいごちそうを食べ、お酒を飲んで忘れるかもしれません。でも、帰り道でもう始まります。そういうものです。それでも他に方法がないので、また、それしか求めることができません。家族に、人に、安らぎを求めるでしょうか。それこそ勘違いです。皆疲れています。皆さんが重い荷物を持っているのに、相手から「荷物を持ってちょうだい」と言われたどうしましょう。私が手ぶらならいいのですが、私が重い荷物を背負っているのに、また背負ってちょうだいと言われれば、喧嘩になります。みな疲れて重荷を負っているのに、「私のこれは重たいので、ちょっと背負ってちょうだい」とお願いしても、相手は無理なのです。それが人間です。どうすればこの疲れの人生、重荷を負っている人生から自由になれるのでしょうか。今まで私たちはそのためにあらゆるところを叩いていたかもしれません。でも、そこには実はありません。それは私たちも経験してきたし、聖書もそのように証言しています。5回結婚しても、そこに安らぎはありません。迷信に頼っても、安らぎはありません。皆疲れているので、宗教や神社、お寺、占いなどは、流行るしかありません。何か安らぎを求めていきますが、本当はそこに無いのですが、他に方法がないので行くしかありません。心のよりどころにして、嘘だとわかっていながらも。テレビを見ると不思議なのは、神社に行っておみくじを引いて4人が引いて、2人が普通、１人が吉、１人が凶でした。吉の人は「ああ、良かったね」。凶の人は笑いながら「凶だよ、もう」。なぜそれを見るのでしょう。結果にこだわりません。ただ気持ちで見るだけで、悪ければどこかに結んで終わり。よければ「よかったね」で終わり。それほど皆疲れています。でも、どうすればいいかが分かりません。そのようにしてでも、少しでも、一瞬でも、心が和むようになればと思っています。それは本当に一瞬ではないでしょうか。でも、その一瞬も本物ではないから、逆効果になるものです。カルト宗教なども、これからどんどん流行るようになり、政治はそういうことに対して、いろいろな政策を立てるようになるのでしょうが、それはたぶん止められないと思います。疲れていて、安らぎを求めているのですが、どこに行ってもないから、変なところでもそこにありそうに思われたら、そこに引っ張られていくしかありません。エリートでもお医者さんでも、オウム真理教がそうだったのではないでしょうか。逆にエリートの方が、本当に頭が切れているから、世の中にはそのようなことがないとわかっているので、自分のレベルより皆が下なので、自分を越えている何かを求めていくしかありません。一般の人から見ると、何であんな変なところに行くのかと思うでしょうが、彼にとっては変なところではなくて、彼の上なのです。皆、自分の下です。そこで自分の求めている安らぎなど得られないからです。

どうすればこの疲れの人生、重荷を背負っている人生から自由になれるのでしょうか。それは神社に行ったり、占いに行ったり、温泉に行ったりすることではなく、人生の根本を変えることでなければいけません。なぜかと言いますと、この人生の疲れというものは、実は人生が根本から壊れているのでそのような結果になったものなので、ぜひこのことを神様のみことばから教えられ、皆さまのものにして、これから一生生きるためのみことばにしていただきたいと思います。まことの安らぎはどこにあるのでしょうか。人生の根本を変えるところにあります。人生の根本を変えるためには、元々、人間がどのような存在だったのか、原形を正しく理解しないといけません。たとえば、扇風機が全部壊れたとき、壊れたあとを見たとき、原形が分からないと、これは壊れたものなのか、元が何なのか分かりません。だから、今疲れているというのが、元々、人間がどんな状態、存在だったのか分かっていないと、これは壊れたものなのか、病気なのかどうかも分かりません。ですから、根本を変えるためには、元々の人間はどうだったのか知らなければなりません。聖書には、創世記1:27、元々の人間は神のかたちに作られたとあります。神のかたちは何でしょうか。神様の代理です。宇宙万物の被造物があって、その他の被造物とは全く最初から異なっていて、それを治めることができる神の代理、同じ被造物なのに魂のある者で、神さまみたいな存在になりました。世界を治めることは、神様の元々の役割で、神さましかできないことです。それを人間に任せました。それができる存在として、最初からつくられたのです。同じ肉体を持っているから、動物の一種、進化した者という発想はでたらめです。人間はそんな存在ではありません。最初から、神の代理として、世界を治めることができる尊い存在でした。霊的な存在です。
創世記1:28を見ると、「生めよ。ふえよ。地を満たせ」とあります。すべての世界を治めることができる、それは神様しかできないことです。人間は、神の代わりでした。そして、そのために神様は、必要なすべてを全部備えられました。最終的には、アダムひとりではだめなので、エバという女性、妻も与えられました。それから、エデンの園を備えられて、４つの川を備えられて、世界に出て行き、全世界を治め、神の栄光を豊かに現すことができるすべてを完璧に備えられました。それが人間です。人間が、これから世界を治めて神の栄光を現すために必要なのは、その完璧な神様の備えの中で、神様とともに安らぐことです。それで安息日を与えられました。それが人間の生きる方法でした。神がともにおられるときには、神様と神様がなさる、備えられるすべてが完璧なので、ただそれを味わい喜ぶこと。それを安息と言います。まことの安らぎはそこにあります。そうすると、仕事をするのも、何をするのも、食べていくために苦労ではなく、神の栄光を現すためのすばらしい輝きだったのです。それが本来の人間でした。神様がともにおられるときに、人間はまことの安らぎしかありませんでした。それが生きる方法だったのです。しかし、人は目に見えない悪魔に惑わされ、神様に罪を犯すことによって、神のみことばをすべて破ってしまいました。その結果、人はこのすべてが全部壊れて、このすべての祝福を全部、奪われるようになりました。そのときから、人は疲れて重荷を背負うようになります。神の栄光を現すために、仕事は本当にエンジョイそのものだったのです。味わいながら、喜びながら仕事をすると、その結果、神の栄光が全世界に現されるようになっているのに、罪によって、すべての祝福が奪われ、神様から離れてしまった結果、人間というものは、仕事が汗をかいて食べていくための苦労になったのです。今はそれが当たり前なので、それをたたえるようになっているのですが、実はそれは神から離れて罪の状態なのです。何を食べるか、何を飲むか、なにを着るかを心配するというのは。元々の人間はそうではありませんでした。そのような心配などありません。安らぎの中で、エンジョイそのものでした。でも、罪によって、そのすべてが壊れて奪われるようになりました。神様は、それで疲れて重荷を負うようになった人間が、またまことの安らぎを得るために、方法は神様と一緒になることしかありません。それが根本のことです。根本を変えないといけません。何をどう変えても人間にまことの安らぎはありません。根本を変えないといけません。それは神様と一緒になることです。そのために罪と悪魔のしわざから完全に清められ解放されることです。しかし、人間には能力がありません。神様が最初から、創世記3:15において、そのために神様に戻って、神様と一緒になり、元々の人間の幸せ、まことの安らぎを、人間の栄光を取り戻すために、キリストを約束されました。それしか方法がないので。そのキリストが約束されて、実際、マタイ16:16を見ると、そのキリストが約束通り、この世に来られました。その方がイエス様です。そのイエス様が、ヨハネ19:30を見ると、十字架にかけられて、このように宣言されました。すべてを完了したと。何を完了されたのでしょうか。奪われて壊れてしまった人間の祝福を元通りにして、神を離れてしまった人間が、神様と一緒になって元の栄光に富んだ存在になるためのすべてを完了したと宣言されました。イエスはそのキリストです。それでイエス様がおっしゃっています。わたしは道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父の御許に来ることがありません。ついに神様と出会う道が開かれました。人が疲れるのは、他の理由のためではありません。根本的に神様と一緒にいるべき人間が、神から離れてしまった結果です。今、私たちが疲れていると言っていても、本当に神がともにおられ、この神のかたち、神の祝福を持っているのであれば、疲れの理由になりません。でも、神様が一緒でないから、神様と一緒になることしか、まことの安らぎが得られる方法はありません。その道がイエス・キリストです。私は道でありとおっしゃいました。それでそのイエス・キリストが疲れて重荷を負っている人生に向かって、人々に向かって招いておられます。「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」。誰でも、イエス・キリストを信じて受け入れた者は神様と出会い、神様と一緒になり、永遠に神が離れることはありません。わたしはあなたがたに平安を残します。この平安は世が与えるものとは違います。旧約の聖書からずっと預言されていた安息日、それがその人のものになり、永遠に続くようなります。
どうすればでしょうか。神様と出会えばよいのですが、その道がイエス・キリストなのです。イエス・キリストを信じて受け入れることです。そこにまことの安らぎがあります。それ以外には、何をどうしても、どこに行っても、お金があってもなくても、学歴があってもなくても、そこにまことの平安はありません。勉強ができる者は、その知識によって余計に疲れてしまいます。勉強ができない者は、その無知によって疲れてしまいます。どうすればよいでしょうか。すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。あの人が変われば、親がこうなれば、友達がこうなれば、社会がこうなればと考えている限りは、まことの安らぎは得ることはできません。そこにはありません。すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。イエス・キリストです。もしかして、今まで自分が楽でなかった、自分の人生がこうなってしまった、疲れてしまったことに対して、誰かのせい、何かのせいにしている方がいれば、それは皆さんの精神、気持ち、心、すべてを壊してしまうものになります。それにだまされないように。そうではありません。神様から離れているからです。神を失ってしまった結果です。だから、根本的に神様と一緒にならない限りは、何がどう変わっても安らぎは訪れてきません。その考え方を変えてください。今まで誰かに対しての憎しみ、恨み、うっぷんなどがあったということは片づけてください。違います。イエス・キリストを信じることです。神様と一緒ではないからそうだったのです。神様と一緒でなければ、結局は精神も耐えられません。私たちのすべての人生は結局、神様が守ってくださるものなのです。その中にあって、私は休むことであり、安らぐことです。それが人生の勝利の方法です。その神様と出会い、神様と永遠にともに歩む、永遠のいのちに預かる道は、イエス・キリストです。イエス・キリストを信じるときに、疲れた人生、重荷を背負っている人生は、安らぎの人生に変えられます。

　最後です。この根本的な仕事、すばらしい仕事を、神様は今、礼拝をささげている信者の私たちにゆだねました。負担ではありません。つまり、私たち以外には、疲れ果てている、重荷を背負ってアップアップしている人々を、そこから引き上げて、まことの安らぎの人生へとできる者は、宇宙に存在しません。政治家にもできません。教育をする人にもできません。芸術をやっている人にもできません。神様は、皆さんに、クリスチャンの私たちにこれを任せられました。イエス様が、ヨハネ17:18において、最後の晩餐の一番大事な祈りの時に、このように祈りました。神様。父が私をこの世に送ったように、私も彼らを世に送ります。私たちにしかできません。他の人は、自分の仕事、趣味、家族、野望、何かのために生きるでしょうが、私たちだけはそのような生き方、生きる理由ではだめなのです。私たちにしかできないことが任せられているので、疲れてどうにもならない人々が、神様と出会い、安らぎの人生になれるような仕事、理由のために私たちは存在し生きるわけです。そこを区別しないといけません。そこら中の人々と、同じ家族であっても、同じ会社でも、社長でも、上司であろうが、クリスチャンでないそういう人々と根本的に生きる理由を区別しないといけません。そこが教会、クリスチャンのスタートです。初代教会は、最初からその部分が一致していたので、自分の財産、土地を自分のものだと思っていた者が一人もいないと記されています。それは財産は全部ささげましょうという話ではありません。なぜ生きるのか、なぜ存在するのかが、皆一致したのです。世界福音化とみことば運動のために生きるのだと。そのために私は仕事をし、この人は主婦をしながら、この人は伝道しながらでも、みな目的は一つです。ですから、その目的のために皆合わせたということです。それが本来の教会です。疲れている人生が安らぎの人生になれるということは、たくさん聞いていらっしゃると思います。しかし、それがその大事な尊い唯一な仕事が、誰に任せられているのかということです。皆さんです。他の人には、三郷の市長には、任せたことがありません。
　そのために、ヨハネ14:12には、イエス様がここまでおっしゃいました。あなたがたはこれから私がやったことをやるようになるし、それ以上のことをやるようになります。イエス様は、イスラエルの地域を回っただけです。でも、血の果てにまで、イエス様と同じ仕事ができるようになるとおっしゃいました。どうすればよいでしょうか。イエスを本当に信じればよいです。最後にイエス様が、使徒1:8において、何も心配しないで、他のことを気にしないで、エルサレムから地の果てにまで、私の証人となると残して、天に昇られました。そして、そのことのために、マタイ28:20には、世の終わりまでいつもあなたがたと一緒にいると約束されました。ですから、クリスチャンの方々を、仕事や財産、社会的レベルなどがどうなのかは一切関係なく、全員に向かって世の光、世の塩と呼んでいるし、王である祭司というようにイエス様にしか使わない呼び方をしているということをぜひ覚えてください。

　皆さん、今日から皆さんの周りを見ながら、まずは世界福音化という契約を握って、それと関係ないクリスチャンは一人もいません。それが関係なければ、何もかもが合いません。それから、聖書を見ても、自分勝手に解釈して、神社、お寺の偶像礼拝と全く同じことを繰り返してやるしかありません。世界福音化のために生きている者です。そのために、皆さんが今いる現場において、みことばの運動が行われることは、神様の御心です。その証拠が使徒の働きという聖書です。そのために、まず皆さんの身の回りから、疲れて重荷を負っている人々のことを注意してみるようにしましょう。そして、彼らを助ける、職務、特権が私にあります。そこまで心から認めるようになれば、他は何も言わなくても結構です。
　今日から、今日のメッセージを握って、まず皆さん自分自身が、イエスの中にあるまことの安らぎを豊かに味わうクリスチャンになってください。どれほどなのかというと、死の影の谷を歩いていても、平安になるほどの安らぎです。イエスの中にある安らぎ。そこら辺の平安と同じものではありません。こうなるとああなるような平安ではありません。濡れ衣を着せられても、大丈夫な平安です。刑務所に入れられても、心が動かない平安です。それはイエスの中にあるまことの平安です。状況による平安ではなくて、創造の神様がいつまでもともにおられ、滅びるすべての運命から完璧に解放されているその祝福の中にある平安なので、それをまず皆さんが豊かに味わいましょう。

　それから、疲れている人に向かって、イエスがキリストだということを正しく話してあげられるように準備しましょう。本当に話してあげられるのでしょうか。イエス様がキリストなのだと。話してあげられるように、とにかく準備しましょう。十字架を書きながら説明する練習をするか、お互いに伝道対象者だと仮定して練習するか、とにかくやってみてください。練習しないといけません。準備しないといけません。それで疲れている人生を助けるために、本格的に祈り挑戦するようにしましょう。これが全てです。これとともに、他のすべてが一緒に動くようになります。それを体験したときに、そのお話をお証しと言います。こういうことを抜きにして、こうなった、ああなったというのはお証しではありません。私たちはクリスチャンです。イエス・キリストによって救われたものです。神様がともにおられる安らぎの主人公です。今死んでも天国に行けるようなものです。天にある地にあるすべての権威、祝福をいただいているものです。世の中の人と一緒に生きていてはいけません。同じことをしていても内容と方向と理由は全く違います。そこを早く回復しないといけません。皆さんの周りの人はみな疲れているのです。外見がそう見えなくても、実はそうです、残念ながら、クリスチャンの私たちも一緒に疲れているから、まず私たちを回復しないといけません。もし皆さんが疲れていらっしゃるならば、それは人間だからしょうがないでしょうけれども、今日からだまされないように。もし皆さんが疲れているのであれば、イエスがキリストだという信仰、そこにある安らぎを逃しているからです。そうすると、すぐに状況、環境、人に捕らわれて、それによって疲れてしまうようになります。そこをまず回復しましょう。皆さんは十分、死の影の谷を歩いていても、「私に乏しいことはありません」と言える主人公です。そこを味わうようにしましょう。イエスはキリストです。そして、それを話して会えられるように準備しましょう。他の準備より、これが急ぎの準備です。それから、本当に祈って挑戦していくようになると、聖書にある奇跡がそのとおりに現れることを信じます。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日も皆が疲れているのに、本当の意味での助け、まことの安らぎへと導く人があまりにもいないので、神様が私たちを召され送ってくださったことを、今日教えられました。どうかイエス・キリストの他にはまことの安らぎは無いので、根本を変えないとそこに平安は訪れてこないので、それをしっかり握ってひとりひとりがまず自分が豊かに安らぎを味わい、そして、疲れている人々を助けることができるように整えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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